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ト
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画
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ル
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思
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五
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五

四

〇

〇
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二

〇

一

一

年

一

月

二

五

日

、

エ

ジ

プ

ト

で

「

一

月

二

五

日

革

命

」

と

呼

ば

れ

る

政

治

変

動

が

起

き

た

。

国

内

外

の

メ

デ

ィ

ア

で

は

、

エ

ジ

プ

ト

は

「

第

二

共

和

制

」

を

迎

え

る

と

の

報

道

が

さ

れ

て

き

た

が

、

こ

う

し

た

経

験

を

経

た

エ

ジ

プ

ト

と

は

、

ど

の

よ

う

な

国

な

の

か

？

本

書

は

右

の

よ

う

な

問

題

意

識

に

基

づ

き

、

歴

史

と

地

理

に

よ

っ

て

エ

ジ

プ

ト

人

と

い

う

民

族

を

見

出

そ

う

と

し

た

ガ

マ

ー

ル

・

ヒ

ム

ダ

ー

ン

の

大

著

『

エ

ジ

プ

ト

の

個

性

』

を

エ

ジ

プ

ト

の

灌

漑

史

を

舞

台

に

読

み

直

し

、

ア

ラ

ブ

、

イ

ス

ラ

ー

ム

教

、

グ

ロ

ー

バ

ル

資

本

主

義

な

ど

、

い

ま

な

お

変

容

し

続

け

る

現

代

エ

ジ

プ

ト

の

姿

を

描

き

出

そ

う

と

試

み

る

研

究

書

で

あ

る

。 

 

本

書

の

構

成

は

以

下

の

通

り

で

あ

る

。 

序

論

：

近

代

エ

ジ

プ

ト

の

国

家

と

社

会

、

第

一

部

：

ガ

マ

ー

ル

・

ヒ

ム

ダ

ー

ン

『

エ

ジ

プ

ト

の

個

性

』

の

世

界

、

第

一

章

：

エ

ジ

プ

ト

の

中

央

集

権

性

―

ガ

マ

ー

ル

・

ヒ

ム

ダ

ー

ン

『

エ

ジ

プ

ト

の

個

性

』

研

究

（

１

）

、

第

二

章

：

エ

ジ

プ

ト

知

識

人

と

文

化

的

重

層

性

―

ガ

マ

ー

ル

・

ヒ

ム

ダ

ー

ン

『

エ

ジ

プ

ト

の

個

性

』

研

究

（

２

）

、

第

三

章

：

地

域

の

思

想

と

地

域

研

究

―

ガ

マ

ー

ル

・

ヒ

ム

ダ

ー

ン

『

エ

ジ

プ

ト

の

個

性

』

か

ら

学

ぶ

も

の

、

第

二

部

：

エ

ジ

プ

ト

の

灌

漑

制

度

の

歴

史

と

現

状

、

第

四

章

：

近

代

エ

ジ

プ

ト

に

お

け

る

灌

漑

制

度

の

展

開

、

第

五

章

：

灌

漑

制

度

改

革

の

新

段

階

、

第

六

章

：

ベ

イ

ス

ン

灌

漑

に

関

す

る

ノ

ー

ト

、

第

七

章

：

ア

ス

ワ

ン

・

ハ

イ

ダ

ム

の

建

造

が

環

境

に

与

え

た

諸

影

響

を

め

ぐ

っ

て

、

第

八

章

：

「

ナ

イ

ル

の

賜

物

」

の

行

方

―

エ

ジ

プ

ト

の

環

境

問

題 

 

本

書

は

序

論

の

小

論

、

第

二

章

か

ら

第

三

章

ま

で

の

第

一

部

、

そ

し

て

第

四

章

か

ら

第

八

章

ま

で

の

第

二

部

か

ら

構

成

さ

れ

て

い

る

。

序

論

に

お

い

て

は

、

第

一

部

と

第

二

部

を

つ

な

げ

る

た

め

に

近

代

エ

ジ

プ

ト

の

国

家

と

社

会

の

関

係

が

小

論

と

し

て

論

じ

ら

れ

て

い

る

。

第

一

部

で

は

、

ガ

マ

ー

ル

・

ヒ

ム

ダ

ー

ン

と

い

う

エ

ジ

プ

ト

人

地

理

学

者

の

『

エ

ジ

プ

ト

の

個

性

』

の

内

容

を

紹

介

し

、

彼

の

理

論

を

整

理

し

て

い

る

。

第

二

部

で

は

、

近

代

エ

ジ

プ

ト

の

灌

漑

制

度

の

発

展

と

現

状

が

論

じ

ら

れ

て

い

る

。

そ

こ

で

は

、

第

一

部

で

検

討

さ

れ

て

い

る

ガ

マ

ー

ル

・

ヒ

ム

ダ

ー

ン

の

著

作

で

展

開

さ

れ

る

論

理

の

検

証

が

、

エ

ジ

プ

ト

の

灌

漑

史

の

文

脈

の

な

か

に

位

置

付

け

ら

れ

、

検

証

さ

れ

て

い

る

。 

 

紹

介

者

の

関

心

に

沿

え

ば

、

本

書

で

注

目

す

べ

き

箇

所

は

、

第

二

部

で

論

じ

ら

れ

て

い

る

エ

ジ

プ

ト

の

灌

漑

史

の

歴

史

、

と

り

わ

け

一

九

七

〇

年

代

か

ら

エ

ジ

プ

ト

の

諸

県

で

行

わ

れ

て

い

る

灌

漑

制

度

改

革

で

あ

る

。

そ

こ

で

は

、

ド

ナ

ー

国

で

あ

る

ア

メ

リ

カ

や

カ

ナ

ダ

、

日

本

な

ど

か

ら

の

援

助

金

を

通

じ

て

行

わ

れ

た

水

利

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

や

「

水

利

組

合

」

の

設

立

を

中

心

に

し

て

論

が

構

成

さ

れ

て

い

る

。

そ

し

て

、

農

民

に

よ

る

自

律

的

な

灌

漑

水

の

利

用

の

形

態

の

変

化

が

、

文

献

調

査

と

筆

者

の

行

っ

た

現

地

調

査

に

基

づ

き

論

じ

ら

れ

て

い

る

。 

 

最

近

の

「

水

の

政

治

学

」

や

水

資

源

の

管

理

を

め

ぐ

る

諸

研

究

を

鑑

み

れ
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ば

、

ウ

ィ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ゲ

ル

の

「

オ

リ

エ

ン

タ

ル

・

デ

ィ

ス

ポ

テ

ィ

ズ

ム

」

に

お

い

て

展

開

さ

れ

る

農

村

ま

で

を

射

程

に

入

れ

た

国

家

主

導

の

一

元

的

な

灌

漑

用

水

の

管

理

と

い

う

主

張

に

対

し

て

は

、

様

々

な

角

度

か

ら

の

検

証

や

評

価

が

改

め

て

行

わ

れ

て

い

る

。

こ

う

し

た

潮

流

の

な

か

で

、

本

書

は

、

乾

燥

・

半

乾

燥

地

域

に

あ

る

諸

国

家

の

水

の

管

理

の

あ

り

か

た

を

検

証

す

る

最

先

端

の

研

究

と

し

て

積

極

的

に

参

照

さ

れ

る

べ

き

で

あ

ろ

う

。
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